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　市は、「みんなでつくる　まち・ひと・きぼう　次の時
代へ続く留萌」を目指し、市政運営に取り組んでいます。

市・政策調整課　　４２-１８０９　　　市・財務課　　４２-１８１３

平成 29年度の予算・
主な事業について

問特集
平成 29年度の予算・主な事業について

問

平成 29年度の市政運営について

第６次留萌市総合計画「６つの基本政策」の主な事業

６つの基本政策

環境・
都市基盤

産業・
港・雇用

教育・子育て 健康・福祉

防災・防犯 観光・交流

市政執行方針「市政運営５つの重点施策」

第６次留萌市総合計画

①新たな戦略による地域経済の活性化　　　　②自然とともに生きる健康市民の構築
③マチの安心安全と賑わいの創出　　　　　　④健やかな子どもを育む未来への約束
⑤留萌港利活用に向けた魅力発信

基本政策 産業・港・雇用

基本政策 観光・交流

基本政策 健康・福祉

継   続 水産加工品消費拡大推進事業 344万円

食育の推進や郷土愛の育成を図るため、市内小・中学校
の児童と生徒を対象にしたウニ加工やイクラ作りなどの
体験会を開催します。

 ・

新   規 魚食普及事業 12万円

「かずの子のマチ留萌」の知名度向上や水産加工品の販
路拡大を図るため、「かずの子の日」を記念した事業な
どを留萌水産物加工協同組合と連携して実施します。

 ・

外国人旅行者の受け入れや観光客の増加を目指し、観光
施設などで無料Ｗｉ－Ｆｉ（フリースポット）環境を整
備します。

 ・

観光物産ＰＲ推進事業 445万円

インバウンド受入環境整備事業 105万円

交流人口の拡大や地場産品の販路拡大を図るため、道内
外の都市部で開かれる観光物産イベントなどに出展し、
留萌市のＰＲを実施します。

 ・

地域医療の充実や新たな雇用創出を図るため、医療ク
ラーク（医師事務作業補助者）養成研修を実施するほか、
医療クラーク研修生を都市部などから募集します。

 ・

「健康長寿のまちづくり」の実現を目指し、健康・認知
症をテーマにした講話や運動教室などをＮＰＯ法人るも
いコホートピアと連携して開催します。

 ・

特定不妊治療費助成金 150万円

るもい地域住民健康づくり啓発強化事業 250万円

地域健康づくり関連人材の移住促進・
養成プロジェクト事業 2,500万円

少子化対策の一環として、北海道特定不妊治療費助成事業の認定者を対象に、北海道が助成
した金額の半額分を上限に上乗せして助成します。
 ・

▲札幌市内で開かれた観光物産イベント
　でのＰＲ活動

▲都市部などで掲示している医療ク
　ラーク研修生募集ポスター

５月 5日は、
「かずの子の日」
だMO～！

５月 5日は、
「かずの子の日」
だMO～！

▼平成 29年度は、市制施行 70年・開港 80 年の節目であるとともに、市の最上位計画である「第
６次留萌市総合計画（29～ 38年度）」がスタートします。市は、市民協働のマチづくりを進めるため、
市政執行方針「市政運営５つの重点施策」、総合計画「６つの基本政策」「市民に信頼される行政運営」
に基づき、29年度の各事業に取り組んでいきます。

平成 29年のテーマ 平成 29年度のキャッチフレーズ

【 基本テーマ 】　「みんなでつくる　まち・ひと・きぼう　次の時代へ続く留萌」

【 ６つの基本政策 】【 市民に信頼される行政運営 】　　　　　

「留萌ゆめ・みらい物語」 「地域ぐるみで支えあい」
市民一人ひとりが新たな思いで、夢に向かって未来
を切り開くことができるマチづくりを進めます。
 ・ 互いに支え合い、住みよい地域だと実感できるよ

うなマチづくりを目指します。
 ・

 ・

農業の雇用創出などを図るため、新技術を活用した栽培試験を近畿大学と連携して実施する
ほか、短期体験移住や見学ツアーの受け入れ、農産物加工品の開発などに取り組みます。
 ・

農業を核とした産業創出プロジェクト事業 466万円継   続

継   続

継   続

新   規

新   規

新   規

【 ６つの基本政策 】【 市民に信頼される行政運営 】　　　　　

 ・

市民に信頼される行政運営

６つの基本政策に含まれない
市の仕事に関わる事業など

第６次留萌市総合
計画がスタート
するＭＯ～♪

「ＫＡＺＵＭＯちゃん」



第４種公認陸上競技場に認定されている浜中陸上競技場
の助走路ウレタン舗装の表面を補修するほか、ラインを
新設します。

 ・

留萌市商店街振興組合連合会が商店街の賑わい創出のた
めに実施する無料Ｗｉ－Ｆｉ（フリースポット）環境の
整備などを支援します。

 ・
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基本政策 教育・子育て

基本政策 防災・防犯

基本政策 環境・都市基盤

「市制施行 70年・開港 80 年」周年記念事業

公共下水道整備事業 3億 8,890万円

商店街集客力向上支援事業費補助金 600万円

浜中陸上競技場改修事業 620万円

生活環境の向上や公共水域の水質保全、大雨による浸水被害の低減を図るため、浄化センター
の改築や潮静地区の雨水管布設工事などを実施します。
 ・

安全・安心な道路網を確保するため、橋梁長寿命化修繕計画に基づき、老朽化した橋梁など
の点検および補修を計画的・効率的に実施します。
 ・

津波浸水想定区域の全世帯を対象に、防災気象情報など
が自動受信可能な防災ラジオを無償貸与します。
 ・

留萌市地域防災計画等改定事業 784万円

防災情報伝達機器配置事業 800万円

橋梁長寿命化事業 8,930万円

国や北海道から提供された洪水・津波情報などに基づき、
「留萌市地域防災計画」を見直します。また、「留萌市防
災ガイド・マップ」を改定して全戸配布するほか、公共
施設やコンビニエンスストアなどで配布します。

 ・

スポーツ交流などを推進するため、つくばユナイテッド
ＳｕｎＧＡＩＡの合宿招致（バレーボール教室の開催を
含む）を継続するとともに、市内で合宿する競技団体を
援助します。

 ・
スポーツ合宿誘致事業 331万円

一般社団法人留萌青年会議所が取り組んでいる音楽合宿
誘致事業「北海道最大の『音楽合宿の街』留萌へ」を支
援し、市内で音楽合宿を希望する団体を対象に使用する
会場および備品などの使用料を援助します。

 ・
音楽合宿誘致事業 264万円

◎公開番組誘致事業 73万円
ＮＨＫが全国放送しているファミリー向け番組「みんなＤＥ
どーもくん！」の公開収録を文化センターで実施します。
 ・

◎市民と議会の意見交換会特別企画 15万円
市内の中学生と高校生を対象とした特別企画を実施します。特別企画では、留萌について考え、
未来を創造する力を育むことを目的に、生徒たちが一日議員となって議会答弁や意見交換などを
行う模擬議会を開きます。

 ・

◎ＰＭＦ招致事業「留萌ゆめ・みらいコンサート」
80万円

ＰＭＦ（公益財団法人パシフィック・ミュージック・フェ
スティバル組織委員会）を招致し、留萌高校吹奏楽部と合
同演奏などを行うコンサートを開催します。

 ・

◎客船「飛鳥Ⅱ」寄港歓迎事業 256万円
大型客船「飛鳥Ⅱ」寄港歓迎セレモニーを実施するほか、
物産展や市民を対象とした船内見学会などを開催します。
 ・

▲浜中陸上競技場

▲大型客船「飛鳥Ⅱ」

▲留萌市防災ガイド・マップ

▲一般社団法人留萌青年会議所の音楽
　合宿誘致事業

▼市では、「市制施行 70 年・開港 80 年」を記念し、
さまざまな事業に取り組みます。

みんなで「市制
施行 70 年・開港
80 年」をお祝い
するMO～♪

▲つくばユナイテッドＳｕｎＧＡＩＡ
　のバレーボール教室

P i ck
UP! !

新   規

継   続

継   続

市内小・中学校の各教室で１人１台のＰＣ（パソコン）利用に対応できる教育環境を構築す
るため、教育用および校務用ＰＣやネットワーク機器を更新し、学校のセキュリティ対策を
強化するとともに、次期学習指導要領を見据えたＩＣＴ（情報通信技術）環境を整備します。

 ・
小・中学校教育用ＩＣＴ機器更新事業 112万円新   規

小・中学校ＬＡＮ環境改善事業 1,442万円
ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した学校教育を推進する
ため、市内小・中学校の各教室でタブレット端末などを
安定して接続できる無線ＬＡＮ環境を整備します。

 ・

継   続

郷土に情熱をささげた先覚者の功績などをまとめた冊子を作成し、市内小・中学校の児童、
生徒に配布するほか、市内公共施設などで配布します。
 ・
留萌百年物語事業 104万円新   規

新   規

新   規

新   規

新   規

継   続
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平成 29年度の予算

▼平成 29年度一般会計の当初予算は、潮静小学校整備事業費などを新たに計上しているものの、東
光小学校整備事業、市道西５号通り整備事業の終了に伴って減額予算となっており、前年度比 0.8％
（１億 945 万円）減の総額 131 億 1,544 万円となりました。

収　　　　　　入

支　　　　　　出

会 計 区 分

一 般 会 計

合 計

国民健康保険事業会計

後期高齢者医療事業会計

介護保険事業会計

港 湾 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

特

別

会

計

平成 29 年度予算額（前年度比）

131 億 1,544 万円

27 億　　14 万円

3億 3,460 万円

21 億　766 万円

2億　341 万円

14 億 9,445 万円

9億 8,933 万円

65 億 3,517 万円

274 億 8,020 万円

（－ 1億　945 万円）

（－ 3億　574 万円）

（＋　　2,286 万円）

（＋　　5,369 万円）

（＋　　1,756 万円）

（＋ 1億　257 万円）

（＋　　　703 万円）

（－ 1億　208 万円）

（－ 3億 1,356 万円）

138 億 1,860 万円

ー

ー

ー

9億 8,573 万円

82 億 8,167 万円

34 億　233 万円

60 億 7,182 万円

325 億 6,015 万円

－　0.8%

－  10.2%

＋　7.3%

＋　2.6%

＋　9.4%

＋　7.4%

＋　0.7%

－　1.5%

－　1.1%

増減率

企
業
会
計

市債残高（見込み）

133 億 4,002 万円

ー

ー

ー

9億 1,069 万円

81 億 3,849 万円

33 億 1,657 万円

57 億 9,200 万円

314 億 9,777 万円

平成 29 年度末平成 28 年度末

　市は、平成 28年度からスタートした「留萌市中期財政計画」に基づき、健全で持続可能な財政
運営を進めていきます。
　なお、29 年度の予算・主な事業の詳細については、市ホームページ（http://www.e-rumoi.jp/）
でご覧いただけます。

平成 29年度各会計別予算

平成 29年度一般会計予算

【 主な増減について】

●市債
 ・過疎対策道路整備事業（市道北４条通りの整備
など）に伴う借り入れを増額しているものの、
事業終了に伴って東光小学校整備や旧北海道合
板解体に係る借り入れを減額しています。

●その他
 ・返礼品の充実などにより、留萌市応援寄附金
の増額を見込んでいます。また、収支不足の
補てんのため、財政調整基金繰入金を計上し
ています。

【 主な増減について】

●特別会計などへの繰出金
 ・国民健康保険事業特別会計への繰出金を減額
しているものの、近年の医師不足による収支
不安に伴う特別支援として、病院事業会計へ
の繰出金を増額しています。

●教育費
 ・潮静小学校や中央公民館などの整備に係る事
業費を新たに計上しているものの、事業終了
に伴って東光小学校整備に係る事業費を減額
しています。

131億 1,544万円
（ー１億945万円）

131億 1,544万円
（ー１億945万円）

③国・道支出金
　22億6,527万円（ー１億4,237万円）

②地方交付税等
　57 億505万円
　（ー595万円）

①市税
22億6,497万円
（ー4,486万円）

④市債 ７億1,750万円（ー１億4,080万円）

⑤その他 21 億 6,265万円（+2億2,453万円）

①人件費
　17 億9,126万円
　（+565万円）

③民生費・衛生費
　35 億6,292万円
　（+7,464万円）

④土木費
　14 億5,712万円
　（－9,566万円）

⑥特別会計などへの繰出金22 億6,993万円
　　　　　　　　　　　　（＋1億7,886万円）

⑦その他
　15 億8,584万円
　（+8,510万円）

⑤教育費 7 億2,253万円（ー2億2,371万円）
②公債費 17 億2,584万円（ー1億3,433万円）

※収入・支出の各グラフの（　）内は前年度比です。

※臨時財政対策債を含む

主な基金残高の状況

▼市では、収支不足の補てんや市債の返済、公共施設の整備などのための財源として、13種類の基
金を設けています。
　平成 29年度は、病院事業会計への繰出金の増額などに伴って収支不足が生じたため、財政調整基
金から２億 1,366 万円を繰り入れるほか、市営住宅や教育関連施設改修のための財源として、公共
施設整備基金から１億 2,812 万円を活用します。なお、財政調整基金からの繰り入れは、21年度当
初予算編成以来、８年ぶりとなります。

区 分

合 計

財政調整基金

減 債 基 金

公 共 施 設
整 備 基 金

その他（※１）

平成 28 年度末残高（見込み）

積み立て取り崩し 残　　高

平成 29 年度末残高（見込み）

積み立て取り崩し 残　　高

20 億　639 万円

3億 7,084 万円

10 億 5,007 万円

3億 7,823 万円

38 億　553 万円

17 億 9,284 万円

3億 7,088 万円

9億 2,205 万円

3億 5,094 万円

34 億 3,671 万円

ー

ー

1,103 万円

3,706 万円

4,809 万円

1億 7,910 万円

9万円

3,026 万円

7,254 万円

2億 8,199 万円

2億 1,366 万円

ー

1億 2,812 万円

3,724 万円

3億 7,902 万円

11 万円

4万円

10 万円

995 万円

1,020 万円

18 億 2,729 万円

3億 7,075 万円

10 億 3,084 万円

3億 4,275 万円

35 億 7,163 万円

平成 27 年度末
残　　　　高

（※１）留萌市応援基金や芸術文化振興基金、スポーツ振興基金など

●市税
 ・固定資産税の償却資産分などで増額を見込んで
いるものの、人口減少に伴う市民税の減額に加
え、市町村たばこ税の減額を見込んでいます。

●公債費
 ・市債の借り入れを抑制しているため、元金お
よび利子の返済額を減額しています。


